
～子どもたちの笑顔はまちの宝物～
プールで水遊びをする継立保育所の子どもたち
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鵜川新議長、八木橋新副議長が誕生

国保税の引き下げは／住宅耐震補強の助成は
被災者支援の取り組みは／防災士の育成は

３議員が一般質問

皆さんの意見を行政に反映します

町議会議員選挙後の初議会

10

２

６

議会報告会

第５回定例会4
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新
議
長
に 

鵜
川
和
彦 

議
員

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
が
5
月
10
日
に

開
催
さ
れ
、
新
議
長
に
鵜
川
和
彦
議
員
が
、
副
議
長
に

八
木
橋
義
則
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
お
よ
び
副
議
長
は
、
議
会
に
お
い
て
議
員
に
よ
る

選
挙
で
選
任
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
運
営
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
議
会
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
本
町
議
会
で
は
初
め
て
議
長
、
副
議

長
を
志
す
議
員
に
よ
る
所
信
表
明
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
、
副
議
長
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
長
選
挙
結
果

　

  
鵜
川　

和
彦　

６
票

　

  

山
本　

修
司　

３
票

　

  

置
田　

武
司　

２
票

　

  

小
寺　
　

進　

１
票

　

  

友
成　

克
司　

１
票

副
議
長
選
挙
結
果

　

  

八
木
橋
義
則　

７
票

　

  

大
平　

逸
男　

３
票

　

  

置
田　

武
司　

２
票

　

  

無
効　
　
　
　

１
票

（第３回臨時会）初議会             5 月１0 日  

副
議
長
は 

八
木
橋
義
則 

議
員

○
議　

長　

鵜
川　

和
彦

○
副
議
長　

八
木
橋
義
則

○
監
査
委
員

　
　
　
　
　

小
寺　
　

進

○
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

友
成　

克
司

　
副
委
員
長　

藤
本　

光
行

　

委　

員　

小
寺　
　

進

　

委　

員　

山
本　

修
司

　

委　

員　

楢
﨑　

忠
彦

　

委　

員　

置
田　

武
司

○
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

三
田　

源
幸

　
副
委
員
長　

大
井　

賢
治

　

委　

員　

八
木
橋
義
則

　

委　

員　

大
西　

勝
博

　

委　

員　

大
平　

逸
男

　

委　

員　

重
山　

雅
世

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

置
田　

武
司

　
副
委
員
長　

大
西　

勝
博

　

委　

員　

友
成　

克
司

　

委　

員　

三
田　

源
幸

　

委　

員　

重
山　

雅
世

議
会
構
成
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正
副
議
長
選
挙
で
所
信
表
明
演
説

　

地
方
政
府
は
二
元
代
表
制
の

も
と
、
首
長
も
議
会
も
住
民
か

ら
選
ば
れ
、
互
い
に
監
視
す
る

こ
と
で
緊
張
感
を
持
ち
、
よ
り

よ
い
政
策
を
生
み
出
す
こ
と
が

本
旨
で
あ
る
。

①
議
会
基
本
条
例
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
政
策
審
議
過
程
か
ら

結
論
に
至
る
ま
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
公
開
を
し
、
監
視

機
能
プ
ラ
ス
政
策
立
案
、
そ
し

て
、
ど
ん
ど
ん
住
民
の
前
に
出

て
い
き
、
住
民
参
加
を
基
本
に

し
た
議
会
を
目
指
す
た
め
に
広

報
広
聴
委
員
会
を
創
設
す
る
。

②
議
員
力
を
上
げ
る
た
め
に
政

治
倫
理
条
例
の
制
定
を
目
指
す
。

　

私
の
政
治
理
念
は
「
困
難
な

こ
と
は
正
面
か
ら
立
ち
向
か

う
」「
孤
立
を
恐
れ
な
い
」「
利

権
に
群
が
ら
な
い
」。
こ
の
３

つ
を
自
分
の
肝
に
銘
じ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

鵜
川
和
彦
議
員

　

議
会
基
本
条
例
を
中
心
に
さ

ら
に
内
容
を
精
査
し
、

①
議
会
へ
の
町
民
参
加
を
さ
ら

に
進
め
、
住
民
の
意
見
を
求
め
町

民
全
体
の
利
益
を
考
え
て
、
必

要
で
あ
れ
ば
毅
然
と
し
て
ノ
ー

と
言
え
る
議
会
を
目
指
す
。

②
議
員
の
仕
事
を
し
っ
か
り
町

民
に
伝
え
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
、
情
報
公
開
を
徹
底
す
る
。

③
決
定
権
の
あ
る
議
会
が
住
民

の
意
思
を
十
分
に
吸
収
す
る
た

め
に
、
住
民
の
審
議
過
程
へ
の

参
加
を
図
る
。

④
議
案
に
対
し
真
摯
に
討
議
を

し
、
町
民
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な

結
論
を
出
す
た
め
に
議
員
間
の

議
論
を
深
め
る
。

　

政
治
は
一
部
の
利
益
を
優
先

す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
常
に
町
民
全
体
の
こ
と
を

考
え
て
行
動
す
る
こ
と
だ
と
確

信
し
て
い
る
。 山

本
修
司
議
員

　

議
会
の
活
性
化
、
改
革
は
永

遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

①
議
案
に
対
し
て
は
、
主
役
は

あ
く
ま
で
も
町
民
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
常
に
肝
に
銘
じ
な
が

ら
是
々
非
々
の
態
度
で
臨
み
、

議
会
基
本
条
例
を
引
き
続
き
遵

守
し
、
魂
を
入
れ
な
が
ら
こ
の

条
例
を
進
化
さ
せ
て
い
く
。

②
議
会
の
政
策
能
力
お
よ
び
議

員
力
を
高
め
、
１
年
に
１
本
、

条
例
案
制
定
に
向
け
て
努
力
す

る
。

③
議
会
自
ら
が
各
地
域
、
各
団

体
に
出
向
き
、
住
民
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
報
広
聴

委
員
会
を
設
置
す
る
。

　

町
民
、
行
政
、
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、
明
日
の
明
る
い
栗

山
を
つ
く
る
希
望
と
な
る
こ
と

を
切
に
思
っ
て
い
る
。

置
田
武
司
議
員

　

地
方
自
治
を
守
り
、
二
元
代

表
制
の
も
と
で
許
さ
れ
る
範
囲

の
中
、
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
町
政
の
執
行
の
舵
取
り
役
に

徹
し
た
い
。

①
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し
た

議
会
基
本
条
例
を
、
も
う
一
度

よ
く
点
検
し
、
広
く
町
民
に
理

解
さ
れ
、
親
し
み
の
持
て
る
基

本
条
例
を
目
指
す
。

②
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
住
民
の
生
活
に
密
接
に
か

か
わ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
、

よ
り
大
胆
に
町
民
の
目
線
で
進

め
て
い
く
。

③
総
合
計
画
は
、
計
画
に
な
い

こ
と
は
予
算
化
し
な
い
な
ど
、

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
計
画

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
４
年
間
、
必
死
で
栗
山

町
の
今
日
と
未
来
を
築
く
た
め

に
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

る
こ
と
を
約
束
す
る
。

小
寺
　
進
議
員

｜  

議
長
志
願
者
の
所
信
表
明
（
抜
粋
）  

｜

栗山町議会初 !3 月議会定例会で栗山町議会基本条例を改正し、正副議長の選出に当たり
議長および副議長志願者は本会議で所信表明をすることになりました。
選出は議員全員の選挙によって行われ、所信表明をしない議員にも投票す
ることができ、その投票は有効となります。

解説

正副議長の選出方法

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

藤
本　

光
行

　
副
委
員
長　

重
山　

雅
世

　

委　

員　

大
井　

賢
治

　

委　

員　

三
田　

源
幸

　

委　

員　

大
西　

勝
博

　

委　

員　

大
平　

逸
男

○
南
空
知
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

友
成　

克
司

　
　
　
　
　

大
井　

賢
治

　
　
　
　
　

大
西　

勝
博

○
南
空
知
葬
斎
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

山
本　

修
司

　
　
　
　
　

楢
﨑　

忠
彦

　
　
　
　
　

重
山　

雅
世

○
南
空
知
ふ
る
さ
と

　

市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

鵜
川　

和
彦

○
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合

　

議
会
議
員

　
　
　
　
　

三
田　

源
幸

○
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　

大
平　

逸
男

　
　
　
　
　

山
本　

修
司

　
　
　
　
　

藤
本　

光
行

　
　
　
　
　

楢
﨑　

忠
彦

●  ●  ●  



　
　

エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
護
柵
の

　
　

設
置
に
つ
い
て
近
隣
市

町
と
の
連
携
は
。
栗
山
町
だ
け

が
エ
ゾ
シ
カ
被
害
が
大
き
い
の

か
。

　
　

由
仁
町
、
岩
見
沢
市
で
は

　
　

電
牧
（
電
気
牧
柵
）
を
設

置
し
て
い
る
。本
町
の
被
害
は
、

平
成
22
年
度
で
約
９
１
０
０
万

円
。
平
成
13
年
度
か
ら
町
内
80
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町営バスのバス停標識購入

認知症施設のスプリンクラー設置補助金

大腸がん検診

堆肥保管庫の建て替え

戸別所得補償制度事業の補助金　

エゾシカ侵入防護柵設置の補助金

消費生活相談

空き店舗活用事業の補助金

ロータリー除雪車の購入

栗山小学校の遊具整備

栗山水泳プールの修理

介護福祉学校学生寮のボイラー更新

補正予算の主な内容

補
正
予
算

条
　
例

ＱＡ

6 月 21 日～ 22 日

今号の定例会はココ！

３月 ６月

９月12 月

第５回定例会

　

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

対
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

整
備
補
助
金
や
エ
ゾ
シ
カ
侵
入

防
護
柵
設
置
事
業
補
助
金
の
追

加
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購

入
な
ど
、
７
６
３
０
万
７
千
円

を
追
加
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
ほ
か
３
特
別
会
計
の
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

第
５
回
定
例
会
が
６
月
21
日

と
22
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
町
長

の
行
政
報
告
の
あ
と
、
３
名
の

議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、

国
保
制
度
や
防
災
対
策
な
ど
に

対
す
る
町
長
、
教
育
長
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
総
合
計
画
の
一
部

変
更
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条

例
改
正
な
ど
14
件
、
議
会
提
案

の
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正

や
農
業
委
員
の
推
せ
ん
、
意
見

書
な
ど
６
件
が
審
議
さ
れ
、
産

業
福
祉
常
任
委
員
会
へ
付
託
と

な
っ
た
「
栗
山
町
水
道
事
業
給

水
条
例
」
を
除
く
す
べ
て
の
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

㎞
に
わ
た
り
電
牧
を
設
置
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
効
果
が
薄

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夕
張
山

系
に
相
当
数
の
エ
ゾ
シ
カ
が
生

息
し
て
い
る
。
本
町
だ
け
エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
被
害
が
多
い
の
で

は
な
く
、
整
備
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
は
被
害
が
少
な
い
。

質

疑

372 万円

198 万 9 千円

51 万 3 千円

642 万 6 千円

549 万円

3,300 万円

190 万円

150 万円

720 万 1 千円
120 万円

138 万円

510 万円

栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
中
間
所
得
層
の
負
担
に
配
慮

す
る
た
め
、
国
保
税
の
課
税
限

度
額
を
引
き
上
げ
、
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

税
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
税
率
の
引
き
下
げ

栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
損
失

に
つ
い
て
、
個
人
町
民
税
の
特

例
措
置
を
行
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

損
失
の
特
例
措
置

会　計　名 補正予算額 補正後の総額
一　般　会　計 7,630 万 7 千円 73 億 8,557 万円
国 民 健 康 保 険 30 万円 18 億 1,707 万円
介 護 福 祉 学 校 510 万円 1 億 3,912 万円
介　護　保　険 172 万 7 千円 13 億 714 万 7 千円

　
　

約
95
％
の
方
が
減
額
と
な

　
　

る
よ
う
だ
が
、
被
保
険
者

一
人
当
た
り
の
国
保
税
は
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

　
　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の

　
　

国
保
税
平
均
額
は
、
昨
年

度
は
11
万
１
５
０
０
円
、
今

年
度
は
９
万
７
５
０
０
円
で
、

１
万
４
千
円
減
と
な
る
見
込
み
。

ＱＡ

質

疑



▼
原
発
か
ら
の
撤
退
、
安
全
最

　

優
先
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

　

の
転
換
を
求
め
る
意
見
書

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら

　

し
を
支
え
る
交
通
運
輸
行
政

　

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

　

求
め
る
意
見
書
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栗
山
町
水
道
事
業
給
水
条
例

　
複
雑
な
水
道
料
金
体
系
を
、

水
の
使
用
実
態
に
応
じ
た
料

金
体
系
に
し
、
料
金
収
入
の
総

額
は
変
え
ず
に
、
比
較
的
使
用

水
量
の
少
な
い
単
身
世
帯
な
ど

水
道
料
金
体
系
を
改
正

水道料金体系改正案を
産業福祉常任委員会へ付託

意
見
書

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の

　

一
部
変
更

▼
松
栄
団
地
１
工
区
新
築
主
体

　

工
事
の
請
負
契
約

▼
松
栄
団
地
２
工
区
新
築
主
体

　

工
事
の
請
負
契
約

▼
栗
山
町
の
特
定
の
事
務
を
取

　

り
扱
わ
せ
る
郵
便
局
の
指
定

　

の
変
更

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
一
般
会

　

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

▼
栗
山
公
共
下
水
道
汚
水
１
号

　

幹
線
整
備
そ
の
１
工
事
の
請

　

負
契
約

▼
栗
山
公
共
下
水
道
汚
水
１
号

　

幹
線
整
備
そ
の
２
工
事
の
請

　

負
契
約

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

そ
の
他

栗
山
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
伴

い
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
り
調

製
さ
れ
た
戸
籍
事
項
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て
、
現
行
と
同
額

の
手
数
料
を
徴
収
し
ま
す
。

戸
籍
の
電
算
化
に
伴
う

手
数
料
を
設
定

栗
山
町
下
水
道
事
業
の
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
及
び
栗
山

町
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
角
田
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
を
公
共
下
水
道
事
業
に
統
合

す
る
こ
と
に
伴
い
、「
角
田
地

区
」、「
栗
山
工
業
団
地
地
区
」

を
公
共
下
水
道
事
業
受
益
区
域

と
し
ま
す
。

角
田
・
旭
台
の
一
部
を

公
共
下
水
道
に
統
合

人
事
案
件

　
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
栗
山
町
農
業
委
員

会
委
員
に
、
渕
野
巌
氏
と
吉
田

寿
栄
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
を

推
薦

に
対
す
る
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
よ
り
公
平
感
の
あ
る
料
金

体
系
に
移
行
し
ま
す
。

本
条
例
案
は
産
業
福
祉
常
任
委

員
会
へ
付
託

栗山町字湯地
　　渕野　  巌　氏

栗山町字阿野呂
　　吉田  寿栄　氏

５月 20 日
第４回臨時会

議決事項
■平成 22 年度栗山町一般会計補正予算の専決処分
　・東日本大震災被災者支援にかかる義援金および支援
　　物資などの追加

■訴えの提起にかかる専決処分
　・町営住宅使用料滞納者 3 名に対する住宅明け渡しと
　　滞納家賃などの支払い請求に関する訴訟

■平成 23 年度栗山町一般会計補正予算
　・東日本大震災被災地への職員派遣旅費などの追加

会計名 補正予算額 補正後の総額
一般会計 226 万 3 千円 73 億 926 万 3 千円

　
　

水
道
料
金
体
系
の
改
正
に

　
　

つ
い
て
、
町
民
説
明
会
で

の
反
応
は
。

　
　

町
民
説
明
会
は
６
月
７
日

　
　

か
ら
14
日
ま
で
９
回
開
催

し
た
。
参
加
者
は
42
名
。
反
対

の
意
見
は
な
く
、
時
代
に
合
わ

せ
た
料
金
体
系
の
設
定
と
し

て
、
お
お
む
ね
理
解
は
得
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
町
民
説
明
会

の
ほ
か
に
、
企
業
説
明
会
も
行

っ
て
い
る
。

ＱＡ

質

疑

　
　

松
栄
団
地
の
新
築
工
事
の

　
　

予
定
価
格
に
対
す
る
落
札

率
は
。

　
　

１
工
区
は
99
・
94
％
、
２

　
　

工
区
は
95
・
99
％
で
あ
る
。

ＱＡ
　
　

公
共
下
水
道
汚
水
１
号
幹

　
　

線
整
備
工
事
の
予
定
価
格

に
対
す
る
落
札
率
は
。

　
　

そ
の
１
工
事
は
94
・
88
％
、

　
　

そ
の
２
工
事
は
94
・
99
％

で
あ
る
。

ＱＡ
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国
保
制
度

国保税の引き下げは
今議会において引き下げる

議
　
員　

本
町
の
国
保
税
は
、

こ
の
10
年
間
に
一
人
当
た
り

３
万
円
も
上
が
っ
て
、
昨
年
は

11
万
１
５
０
０
円
で
、
道
内
18

番
目
の
高
さ
で
す
。
年
金
給
付

の
引
き
下
げ
や
各
種
控
除
の
見

直
し
な
ど
で
、
加
入
者
の
生
活

実
態
は
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
。
①
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

再
度
求
め
る
。

②
一
部
負
担
金
減
免
制
度
を
医

療
機
関
と
も
連
携
し
活
用
を
。

③
国
保
運
営
の
広
域
化
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

町
　
長　
①
国
保
税
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に
お

い
て
条
例
改
正
お
よ
び
補
正
予

防災対策

制
度
創
設
に
向
け
検
討
す
る

住
宅
の
耐
震
補
強
な
ど
の
助
成
は

議
　
員　
①
地
震
マ
ッ
プ
の
避

難
所
の
う
ち
耐
震
化
さ
れ
て
い

な
い
施
設
の
対
応
策
は
。

②
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
補

強
策
の
助
成
を
、
国
の
制
度
活

用
と
合
わ
せ
行
う
と
同
時
に
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
導

入
と
セ
ッ
ト
に
し
て
は
。

③
高
齢
者
な
ど
に
対
応
の
「
福

祉
避
難
所
」
の
指
定
と
整
備
を
。

④
消
防
職
員
数
の
充
足
率
向
上

を
。

⑤
自
主
防
災
組
織
の
育
成
の
進

捗
状
況
は
。

⑥
災
害
物
資
の
備
蓄
や
資
機
材

の
状
況
は
。

⑦
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

の
実
施
を
し
て
は
。

町
　
長　
①
19
施
設
の
避
難
所

の
う
ち
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
角
田
保
育
所
、
中
里
団

地
集
会
所
が
耐
震
診
断
を
し
て

お
ら
ず
、
避
難
所
の
見
直
し
も

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

②
他
市
町
の
制
度
内
容
や
国
の

助
成
制
度
も
導
入
し
、
制
度
創

重山雅世 議員

設
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

③
福
祉
避
難
所
は
必
要
と
考
え

て
い
る
の
で
、
福
祉
関
係
団
体

な
ど
と
協
議
し
検
討
し
ま
す
。

④
南
空
知
消
防
組
合
の
職
員
数

は
98
名
で
、
充
足
率
は
68
・
１
％

で
す
。
消
防
職
員
の
資
質
向
上

や
職
員
数
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

５年保存のミネラルウォーターや、水を入れるだけ
で食べられるアルファ米などの非常食

６月定例会　一般質問

算
を
提
案
し
て
お
り
、
所
得
割

を
０
・
４
％
、
資
産
割
を
38
％
、

均
等
割
額
を
５
千
５
０
０
円
、

平
等
割
額
を
７
千
円
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
下
げ
ま
す
。

②
一
部
負
担
金
減
免
の
手
続
は

被
保
険
者
が
あ
ら
か
じ
め
町
の

国
保
担
当
窓
口
で
申
請
を
し
、

要
件
に
該
当
す
れ
ば
減
免
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後

も
本
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

③
単
純
に
北
海
道
一
つ
を
広
域

化
と
な
れ
ば
、
被
保
険
者
の
負

担
増
に
繋
が
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
検
討
課
題
も
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

Kuriyama Town Assembly

⑤
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自

治
会
で
、
勉
強
会
、
要
援
護
者

台
帳
作
成
、
地
域
の
防
災
マ
ッ

プ
作
り
な
ど
を
実
践
し
て
お

り
、
自
主
防
災
組
織
の
設
置
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
本
年
度
か
ら
計
画
的
に
物
資

の
備
蓄
を
行
い
、
資
機
材
に
つ

い
て
も
計
画
的
に
整
備
す
る
予

定
で
す
。

⑦
本
年
度
、
災
害
図
上
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

多くの町民が訪れる栗山赤十字病院



災
害
支
援

 要請に応じ被災者を受け入れる
  被災者支援の今後の取り組みは
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議
　
員　
東
北
地
方
沿
岸
部
を

中
心
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
津

波
に
よ
る
被
害
と
福
島
第
一

原
発
事
故
が
一
向
に
収
束
し
な

い
危
機
的
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

本
町
の
防
災
計
画
で
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
６
・
９
か
ら

８
・
２
の
地
震
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
に
よ
り
、
防
災
体
制
の
見

直
し
を
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Kuriyama Town Assembly

議員が町民に代わって、町長や教育委員会
などの執行機関に対して、町の仕事の執行
状況や将来の方針、計画あるいは疑問点な
ど幅広い視点から質問することをいいます。
栗山町議会では、一般質問は一問一答方式
を採用しています。

一般質問

解説

町では 5 月 15 日から 6 月 4 日まで、福島県国見町へ保健師と事務職員の 2 名
体制で 4 班、計 8 名を派遣。被災者のメンタルケアや健康相談にあたった。

想像を絶するような被災地・岩手県石巻市
（消防署から救急隊員 1 名を派遣）

楢﨑忠彦 議員

①
本
町
で
は
、
義
援
金
の
協
力

や
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど

被
災
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
放
射
能
汚
染
は
現
在
も

拡
大
し
、
ま
た
、
不
自
由
な
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多

数
い
る
こ
と
か
ら
今
後
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

②
地
震
発
生
に
備
え
た
地
震
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
周
知
の
取
り

組
み
状
況
は
。

③
今
回
も
一
般
住
民
が
多
く
の

命
を
救
っ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
、
普
段
か
ら
地
域
社
会
と
の

結
び
つ
き
が
い
か
に
大
切
か
を

印
象
づ
け
ま
し

た
。
突
然
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
た

時
、
お
年
寄
り
や

身
体
に
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
人
た

ち
を
い
か
に
支
え

て
い
く
か
を
示
す

災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
計
画
の

作
成
は
。

④
災
害
時
に
必
要

な
判
断
力
や
行
動

力
を
子
ど
も
に
身

に
つ
け
さ
せ
る
防

災
教
育
の
取
り
組

み
は
。

町
　
長
　
①
義
援
金
は
９
月
30

日
ま
で
引
き
続
き
受
け
付
け
し

ま
す
。
物
的
支
援
は
、
現
在
は

道
を
通
じ
て
被
災
地
か
ら
の
要

望
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
要

望
が
出
た
時
点
で
対
応
し
ま

す
。
人
的
支
援
は
、
現
在
ま
で

に
９
名
の
職
員
を
被
災
地
に
派

遣
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
被
災

地
よ
り
派
遣
要
請
が
あ
る
時
点

で
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。
被

災
者
の
受
け
入
れ
は
現
在
、
錦

３
丁
目
の
雇
用
促
進
住
宅
栗
山

宿
舎
の
空
き
室
10
戸
を
用
意
し

て
お
り
、
要
請
に
応
じ
て
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。

②
地
震
防
災
マ
ッ
プ
は
平
成
21

年
度
に
作
成
し
全
戸
に
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
関
係
地
域
と
協

議
を
し
な
が
ら
避
難
所
の
見
直

し
や
誘
導
看
板
の
設
置
な
ど
を

行
な
い
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

③
現
在
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
災
害
時
要
援
護
者
の
台
帳

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
災
害

時
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
計
画
作
成
を
進

め
ま
す
。

教
育
長
　
④
本
町
で
は
、
全
て

の
学
校
で
防
災
計
画
と
そ
れ

に
基
づ
く
災
害
発
生
時
緊
急

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
確
立
さ
れ
て
お

り
、
防
災
に
関
す
る
教
育
を
学

校
全
体
で
取
り
組
む
体
制
も
そ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
備
わ
っ
て

い
ま
す
。



が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道

に
お
い
て
も
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
地

域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
は
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
育

成
を
中
心
に
、
各
地
区
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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自
主
防
災

防災士の育成は
地域防災マスターを育成

議
　
員　
東
日
本
大
震
災
か
ら

100
日
が
経
過
し
、
甚
大
な
被
害

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
災
害

に
対
す
る
日
頃
の
備
え
の
大
き

さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
方
々
も

多
い
は
ず
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
注
目
を
集

め
て
い
る
の
が
「
防
災
士
」
で

す
。
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
、

専
門
知
識
、
技
能
を
生
か
す
場

は
今
後
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
、
被
災
地
に
各
地

か
ら
駆
け
つ
け
た
防
災
士
の
グ

ル
ー
プ
が
、
学
ん
だ
知
識
や
技

術
を
生
か
し
な
が
ら
、
が
れ
き

の
片
付
け
に
汗
を
流
し
、
被
害

者
の
相
談
に
乗
る
姿
が
見
ら
れ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
や
企
業
・
団
体
組
織
の
中

で
、
数
多
く
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
活
動
し
、災
害
に
対
す
る
「
備

え
」
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
担
う
の
が
「
防
災
士
」

で
す
。

　

栗
山
町
自
治
区
構
想
に
基
づ

き
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、
自
主
防
災
活
動
は

住
民
の
自
主
的
活
動
で
あ
り
、

そ
の
活
性
化
に
は
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
と
熱
意
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
本
町
に
は
防
災
士
の
資
格
者

は
何
人
か
。

②
防
災
士
の
取
得
に
対
す
る
助

成
は
。

③
各
自
治
区
に
防
災
士
が
１
名

以
上
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
　
長
　 

①
本
町
の
防
災
士
の

資
格
取
得
者
の
人
数
は
、
認
証

団
体
で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
防
災
機
構
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
現
在
４
名
の
方
が

資
格
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
本
町
で
は
防
災
士
の

取
得
に
対
す
る
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
お
い
て
防
災
の
組
織
づ
く
り

岩手県宮古市鍬ケ崎地区で 40 世帯、約 110 名が暮らす角力浜町内会は、
実践的な避難訓練を繰り返し行い、犠牲者を１名にとどめた。

６月定例会　一般質問

Kuriyama Town Assembly

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載
せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局へ
お問い合わせください。

質問は要約されています

岩手県石巻市で行方不明者を捜索する消防隊員

八木橋義則 議員
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議 会
 

よりよい議会運営のために
10 名の議会モニター決定

　議会の運営に関し、町民からの要望、提言その他の
意見を広く聴取し、円滑かつ民主的な議会運営を推進
することを目的とした「栗山町議会モニター」が決定し、
7 月 13 日、10 名のモニターの皆さんに鵜川議長から
委嘱状が手渡されました。
　任期は、平成 25 年 6 月 30 日までの 2 年間。議会の
傍聴や議員との意見交換などをとおして、よりよい議
会運営を目指すため貴重なご意見をいただくことにな
ります。なお、議会モニターの皆さんは次のとおりです。

　飯沼　和代（継立）
　泉　真沙子（角田）
　木内　　学（中里）
　木藤　　清（松風 2 丁目）
　國岡　正好（継立）
　嶋　　定二（杵臼）
　高橋　　慎（松風 4 丁目）
　松下　早苗（中央 2 丁目）
　水上　一浩（北学田）
　山本　忠史（桜丘 2 丁目） （敬称略）

議員の資質向上のために
空知・北海道町村議会議員研修会

　町議会議員としての識見を深め、今後の議会活動に生か
すことを目的に、6 月 29 日に妹背牛町で、7 月 5 日に札幌
市でそれぞれ、空知および北海道町村議会議員研修会が開
催されました。

相次ぐ議会視察
全国各地より 40団体

　全国で初となる議会基本条例を制定してから 5 年、い
まだに全国各地の議会からは、本町議会の改革、議会活
性化に、大きな関心が寄せられています。
　6 月定例会終了後から北海道内はもとより、遠くは沖
縄県からも視察の申し込みが相次ぎ、7 月だけで 21 団体
159 名、今後の予定を含めると現時点で 40 団体 315 名の
受け入れが見込まれます。
　来町された方にはできるだけ栗山町内での宿泊や飲食
をお願いしており、まちの活性化にも一役買っています。

議会中継録画配信 (オンデマンド )を実施

　　議会では、議会中継の録画配信（オンデマンド）
を実施しています。インターネットで過去の議
会中継が、見たいときにいつでもご覧になれま
す。視聴の方法は、議会ホームページでご案内
していますのでご覧ください。

http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/
ondemand/index.html



Ｑ　

議
会
報
告
会
の
資
料
に
つ

い
て
、
毎
年
同
じ
パ
タ
ー
ン
で

魅
力
が
な
い
。

Ａ　

内
容
を
検
討
し
、
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成

し
ま
す
。

Ｑ　

福
島
県
矢
祭
町
で
は
、
議

員
報
酬
を
日
当
制
に
し
て
削
減

し
て
い
る
が
、
栗
山
町
議
会
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

条
件
や
環
境
の
相
違
も
あ

り
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
住
民
・
行
政
・
議
会
が
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
協
働
体
制
が

整
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
２
０
０
日
以
上
活
動
し
て

い
る
議
員
も
お
り
、
日
当
制
は

な
じ
ま
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

議
員
定
数
は
何
人
位
が
適

当
か
。
削
減
す
る
場
合
、
十
分

な
検
証
を
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

平
成
19
年
か
ら
５
人
減
ら

し
て
13
人
体
制
と
な
っ
て
お

り
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
も
６

人
ず
つ
で
、
適
正
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
次
期
選
挙
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

議
会
報
告
会
の
会
場
を
、

町
内
会
・
自
治
会
単
位
で
行
っ

て
は
。

Ａ　

今
後
の
議
会
報
告
会
の
あ

り
方
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

議
会
報
告
会
は
既
に
決
定

し
た
事
が
中
心
で
あ
り
、
開
催

方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

議
会
基
本
条
例
に
よ
り
、

議
会
報
告
会
の
開
催
を
定
め
、

決
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
地
域

住
民
へ
の
情
報
提
供
と
説
明
責

任
が
あ
り
ま
す
。
報
告
だ
け
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
、
行
政
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

議
決
の
前
に
町
民
の
意
向

を
確
か
め
る
場
を
持
つ
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

上
下
水
道
の
料
金
改
定
や

角
田
保
育
所
閉
所
に
か
か
わ
っ

て
意
見
交
換
会
を
持
ち
ま
し

た
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き

反
映
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

本
町
議
会
改
革
の
中
心
的
な

柱
で
あ
る
議
会
報
告
会
は
７
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
間
議

会
で
決
定
し
た
こ
と
や
地
域
医

療
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
、

町
税
の
未
収
金
、
議
員
定
数
な

ど
住
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
の
高

い
も
の
を
優
先
し
て
説
明
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
２
５
２
人
の
町
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

こ
の
議
会
報
告
会
は
制
度
と
し

て
成
熟
し
、
根
付
い
て
き
た
感

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、
町
議
会
議
員

の
選
挙
前
と
い
う
こ
と
で
、
議

員
定
数
な
ど
に
関
心
の
高
さ
が

伺
え
、
ま
た
報
告
会
の
内
容
や
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皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

      

行
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す

平
成
23
年
議
会
報
告
会

平
成
23
年
３
月
28
日
か
ら
４
月
１
日
に
、
町
内
12
会
場
で
開
催
し
た
議
会
報
告
会

の
結
果
に
つ
い
て
、
議
会
側
と
町
側
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
質
問
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

252
人
の
皆
さ
ん
の
参
加

議
会
へ

議
員
定
数
は

議
会
報
告
会
の
あ
り
方

議
員
報
酬
を
日
当
制
に

議会報告会

議
決
前
の
開
催
の
必
要
性
な
ど

議
会
運
営
や
財
政
状
況
に
関
し

て
も
多
く
の
建
設
的
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
７
年
間
、

議
会
報
告
会
を
継
続
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
直
接
対
話
を
積

み
重
ね
て
き
た
結
果
と
強
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
議
会
報
告
会
の
開
催
の
持
ち

方
や
資
料
作
成
の
見
直
し
も
含

め
、
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
な

ど
の
内
容
を
検
討
し
、
精
査
す

る
と
と
も
に
、
議
会
基
本
条
例

の
本
旨
に
基
づ
き
、
住
民
参
加

の
充
実
に
努
め
、
よ
り
一
層
住

民
へ
の
情
報
提
供
と
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ　

限
界
集
落
対
策
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
被
災
者
を
日
出

地
区
に
永
住
受
け
入
れ
し
て
は
。

Ａ　

地
域
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

Ｑ　

震
災
が
発
生
し
た
場
合
の

わ
か
り
や
す
い
マ
ッ
プ
に
よ
る

避
難
場
所
の
明
確
化
や
備
蓄
品

の
量
お
よ
び
種
類
の
確
保
を
増

や
す
べ
き
で
あ
る
。
避
難
場
所

に
は
、
何
人
の
町
民
が
避
難
で

き
る
の
か
。
震
度
６
に
対
応
で

き
る
の
か
。
防
災
計
画
の
見
直

し
プ
ラ
ン
は
。

Ａ　

避
難
所
や
広
域
避
難
場
所

を
明
記
し
た
地
震
マ
ッ
プ
を

平
成
21
年
に
作
成
し
、
全
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
避
難
所

は
、
19
カ
所
、
広
域
避
難
場
所

は
16
カ
所
を
指
定
し
て
お
り
、

避
難
所
の
収
容
可
能
人
数
は
、

１
万
１
４
５
４
人
と
試
算
し
て

い
ま
す
。
避
難
所
19
カ
所
の
う

ち
16
カ
所
が
新
耐
震
基
準
に
適

合
、
ま
た
は
耐
震
工
事
を
完
了

し
て
い
ま
す
。
残
り
３
カ
所
は
、

今
後
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

非
常
食
な
ど
の
備
蓄
は
、
備

蓄
計
画
に
基
づ
き
本
年
度
か
ら

計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
本
年

度
、
国
の
防
災
基
本
計
画
が
見

直
さ
れ
、
ま
た
北
海
道
で
も
北

海
道
地
域
防
災
計
画
、
特
に
地

震
お
よ
び
津
波
に
つ
い
て
平
成

24
年
度
に
見
直
し
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
本
町
も
そ
れ
に
合
わ

せ
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ　

町
道
角
田
鉱
線
の
道
路
修

繕
と
側
溝
改
修
を
し
て
ほ
し

い
。
通
行
止
め
周
辺
の
不
法
投

棄
を
撤
去
し
て
ほ
し
い
。　

Ａ　

道
路
補
修
お
よ
び
側
溝
の

浚
渫
は
、
現
地
を
確
認
し
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。
ご
指
摘
の
不

法
投
棄
は
、
適
正
に
処
理
し
ま

し
た
。
不
法
投
棄
を
目
撃
し
た

り
発
見
し
た
場
合
に
は
、
町
環

境
生
活
課
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ

（
電
話
�
７
５
１
１
）
に
ご
一

報
願
い
ま
す
。

Ｑ　

町
道
湯
地
11
支
線
の
傷
み

が
ひ
ど
い
の
で
、
道
路
修
繕
を

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

町
道
維
持
・
管
理
の
中
で

現
地
を
確
認
し
な
が
ら
補
修
に

努
め
ま
す
。

Ｑ　

日
出
地
区
に
あ
る
旧
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
小
屋
を

撤
去
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

来
年
度
に
向
け
必
要
と
す

る
停
留
所
に
移
動
し
て
、
利
活

用
で
き
る
よ
う
設
置
し
ま
す
。

道
路
・
側
溝
改
修
を

バ
ス
停
撤
去
を

災
害
対
策
・
支
援
は

広域避難場所
①   栗山公園
②   栗山小学校グラウンド
③   栗夢広場（旧栗小グラウンド）
④   運動公園
⑤   朝日ふれあい公園
⑥   栗山高等学校グラウンド
⑦   にしき公園
⑧   駅西口広場
⑨   ふじスポーツ広場
⑩   栗山中学校グラウンド
⑪   総合グラウンド
⑫   角田小学校グラウンド
⑬   継立小学校グラウンド
⑭   継立中学校グラウンド
⑮   日出消防団消防庁舎向広場
⑯   円山地域文化センター広場

避　難　所
①   カルチャープラザ「Eki」
②   スポーツセンター
③   栗山小学校
④   児童センター
⑤   ふれあいプラザ
⑥   総合福祉センター「しゃるる」
⑦   栗山高等学校
⑧   中里団地集会所
⑨   ふじ団地集会所
⑩   栗山中学校
⑪   北海道介護福祉学校
⑫   角田小学校
⑬   農村環境改善センター
⑭   角田保育所
⑮   南部公民館
⑯   継立保育所
⑰   継立小学校
⑱   継立中学校
⑲   円山地域文化センター

栗山町内の避難所および広域避難場所

【避　  難  　所】災害発生時、避難者を収容する施設として指定
【広域避難場所】災害発生時、一時的または長期的に避難できる場所として公園、

　　　　　　　  グラウンドなどの空き地を指定

町
へ

議会報告会

し
ゅ
ん
せ
つ



Ｑ　

合
併
浄
化
槽
の
管
理
業
務

（
汲
み
取
り
）
を
行
う
業
者
は

現
在
１
社
だ
け
だ
が
、
複
数
の

業
者
で
競
争
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
年
１
回
の
検
査
は
管
理
業

務
と
別
な
業
者
が
行
っ
て
い
る

が
、
同
じ
業
者
に
統
一
し
て
は
。

Ａ　

汲
み
取
り
業
務
の
許
可

は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
有
資
格
業
者
で
あ
れ
ば
、

平
成
24
年
度
以
降
か
ら
許
可
い

た
し
ま
す
。
浄
化
槽
の
検
査
は
、

指
定
検
査
機
関
で
あ
る
浄
化
槽

協
会
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が

で
き
ず
、
管
理
業
務
が
不
適
切

な
場
合
に
は
指
導
が
な
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
検
査
す
る
側
と
検

査
さ
れ
る
側
（
管
理
業
者
）
を

統
一
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
管
理
業
務
の
う
ち

保
守
点
検
業
務
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や
す
よ

う
努
め
ま
す
。

Ｑ　

エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急

対
策
事
業
の
食
肉
加
工
施
設
は

計
画
ど
お
り
エ
ゾ
シ
カ
が
捕
獲

で
き
、
採
算
が
と
れ
る
の
か
。

Ａ　

個
体
数
確
保
は
、
近
隣
の

猟
友
会
に
協
力
を
求
め
、
ま
た

一
斉
捕
獲
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
よ
り
広
く
シ
ェ
ア
を

持
ち
道
内
・
国
内
だ
け
で
な
く
、

色
々
な
販
売
ル
ー
ト
を
持
つ
経

営
体
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

Ｑ　
「
王
子
の
森
」「
博
物
館
」

は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

王
子
製
紙
森
林
博
物
館
は

平
成
22
年
３
月
31
日
、
54
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
四

季
折
々
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を

持
つ
王
子
の
森
は
、
栗
山
に
訪

れ
る
観
光
客
の
絶
好
の
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
非
常
に
残

念
で
す
。
今
後
も
、
所
有
者
で

あ
る
王
子
製
紙
㈱
と
情
報
交
換

を
重
ね
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
活
用
策
が
決
ま
る
よ
う
要

請
し
ま
す
。

Ｑ　

①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
芝

管
理
が
良
く
な
い
。

②
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

入
り
口
ま
で
の
登
り
の
道
路
を

拡
幅
し
て
ほ
し
い
。

③
シ
ー
ズ
ン
券
が
他
町
と
比
べ

て
高
い
の
で
は
。

Ａ　

①
芝
管
理
は
、
指
定
管
理

者
が
専
門
業
者
と
契
約
を
結

び
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
近
年
は
長
雨
や
猛
暑
な

ど
に
よ
る
影
響
が
あ
り
ま
す
。

②
道
路
の
拡
幅
は
、
利
用
者
の

安
全
確
保
の
立
場
か
ら
調
査
し

ま
す
。

③
シ
ー
ズ
ン
券
を
設
定
し
て
い

る
長
沼
町
よ
り
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
指
定
管
理
者
で
は

割
安
な
回
数
券
を
発
行
す
る
な

ど
、
利
用
者
拡
大
に
向
け
努
力

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

空
き
教
職
員
住
宅
の
有
効

利
用
を
考
え
て
は
。

Ａ　

教
職
員
住
宅
の
空
き
戸
数

は
湯
地
５
戸
、
継
立
３
戸
で
す

が
、
入
居
す
る
た
め
に
は
修
理

が
必
要
で
す
。
昨
年
度
、
長
年

空
家
と
な
っ
て
い
た
教
職
員
住

宅
３
棟
６
戸
を
町
有
財
産
へ
移

管
し
ま
し
た
。
教
職
員
住
宅
は

先
生
方
の
異
動
に
伴
い
利
用
で

き
る
住
宅
で
す
の
で
、
現
時
点

で
は
現
状
維
持
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

未
収
金
対
策
と
し
て
、
法

的
な
制
裁
・
強
制
を
執
行
し
て

は
。

Ａ　

町
税
、
介
護
保
険
料
お
よ

び
後
期
高
齢
者
保
険
料
な
ど

は
、
的
確
に
滞
納
処
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。
滞
納
処
分
の
で
き

な
い
公
営
住
宅
家
賃
な
ど
は
、

訴
訟
に
よ
り
滞
納
額
の
減
少
を

図
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
各
年

度
の
予
算
編
成
時
に
お
い
て
、

徴
収
対
策
の
具
体
的
計
画
を
立

て
、
現
年
度
分
の
徴
収
を
強
化

し
、
新
た
な
滞
納
を
発
生
さ
せ

な
い
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

町
営
バ
ス
と
民
間
バ
ス
の

運
行
時
間
帯
が
重
複
し
て
い
る

の
で
、
利
用
し
や
す
い
時
刻
設

定
を
。

Ａ　

継
立
・
栗
山
間
と
角
田
方

面
に
運
行
さ
れ
る
町
営
バ
ス
の

一
部
に
、
民
間
バ
ス
の
運
行
時

間
帯
に
近
い
路
線
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
運
行
時
刻
を
検

討
し
ま
す
。

Ｑ　

町
営
バ
ス
の
予
約
制
シ
ス

テ
ム
の
改
善
を
。

Ａ　

町
営
バ
ス
の
予
約
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
運
行
は
、
平
成
21
年

11
月
か
ら
利
便
性
や
効
率
性
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
証
実
験

町
営
バ
ス
の
利
用
改
善
を

と
し
て
運
行
し
て

お
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
空
き
時
間

の
有
効
活
用
や
混

乗
運
行
な
ど
、
最

小
限
の
経
費
で
効

率
的
な
運
行
に
努

め
て
い
ま
す
。
予

約
方
法
や
運
行
方

法
は
、
利
用
者
や

地
域
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が

ら
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
管
理
は

エ
ゾ
シ
カ
対
策
は

王
子
の
森
の
今
後
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
は

教
職
員
住
宅
の
活
用
は

未
収
金
対
策
強
化
を
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Ｑ　

固
定
資
産
税
の
値
上
げ
を

予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
土

地
の
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る

中
で
の
値
上
げ
は
大
変
厳
し
い
。

Ａ　

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
定

時
期
お
よ
び
実
施
の
判
断
は
、

来
年
１
月
に
平
成
24
年
度
の
地

方
財
政
計
画
が
示
さ
れ
た
時
点

で
、
改
め
て
判
断
し
ま
す
。

Ｑ　

自
治
区
構
想
に
つ
い
て
、

農
村
部
は
市
街
地
と
違
い
広
範

囲
で
あ
り
、
連
携
し
て
防
災
に

取
り
組
む
に
は
困
難
で
あ
る
。

も
う
少
し
規
模
を
縮
小
し
て
は
。

Ａ　

自
治
区
構
想
は
、
急
激
に

進
展
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
を
見
据
え
、
防
災
対
策

を
は
じ
め
希
薄
化
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　

栗
山
市
街
地
で
は
既
に
８
つ

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
自
治

区
）
が
設
立
さ
れ
、
す
べ
て
の

町
内
会
が
参
加
さ
れ
、
防
災
対

策
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
村
部
で
は
、
広
範
囲
で
の

組
織
づ
く
り
の
難
し
さ
を
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
当
面
は
自
治
会

単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
設

置
に
向
け
た
協
議
や
活
動
を
優

先
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自

治
区
の
全
町
設
置
に
向
け
、
取

り
組
み
ま
す
。

Ｑ　

①
人
口
減
少
に
よ
り
、
栗

山
町
の
将
来
へ
の
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に

対
す
る
対
策
は
。

③
若
い
人
が
働
け
る
職
場
が
ほ

し
い
。

Ａ　

①
平
成
20
年
に
、
町
民
・

議
会
・
行
政
の
総
意
で
創
り
上

げ
た
「
第
５
次
総
合
計
画
」
で

は
「
町
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

が
育
ん
だ
町
民
に
よ
る
、
町
民

の
た
め
の
地
域
に
根
ざ
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
に
据
え
て
い

ま
す
。
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た

将
来
想
定
を
行
い
な
が
ら
、
時

代
と
町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
尊
重
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い

を
持
ち
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

も
っ
た
社
会
づ
く
り
の
た
め
高

齢
者
の
積
極
的
社
会
参
加
の
支

援
と
『
場
』
づ
く
り
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

③
企
業
誘
致
活
動
の
成
果
と
し

て
、
こ
の
２
年
間
で
栗
山
・
鳩

山
工
業
団
地
内
に
住
宅
産
業
、

き
の
こ
生
産
業
、
さ
ら
に
旅
行

サ
ー
ビ
ス
業
ほ
か
合
計
５
社
の

立
地
が
実
現
し
雇
用
の
拡
充
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携

の
も
と
、
残
地
へ
の
立
地
実
現

を
図
り
一
層
、
雇
用
の
場
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

Ｑ　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は

税
の
税
率
改
正
が
予
定
さ
れ
、

町
民
負
担
が
強
い
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
職
員
の
給
与
削
減
も
25

年
度
以
降
続
け
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

職
員
給
与
削
減
は
、
平
成

20
年
度
よ
り
一
律
10
％
の
削
減

を
行
っ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
経
済
動
向
や
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
判
断
し
ま
す
。

Ｑ　

職
員
の
給
与
削
減
ば
か
り

し
て
い
た
ら
、
優
秀
な
人
材
が

集
ま
ら
な
い
の
で
は
。

Ａ　

本
年
度
、
一
般
職
２
名
、

保
健
師
１
名
、
管
理
栄
養
士
１

名
の
職
員
を
採
用
し
、
職
員
年

齢
構
成
の
平
準
化
と
業
務
執
行

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
職

員
に
は
、
研
修
計
画
に
基
づ
き
、

時
代
の
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
で

き
、
質
の
高
い
き
め
細
や
か
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
研
修
を
行
い
、
職
員
の
育

成
を
進
め
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
値
上
げ
は

農
村
部
の
自
治
区
構
想
は

栗
山
町
の
将
来
は

職
員
給
与
削
減
は
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 128　

　　月の統一地方選挙により新体制の中スタートした栗山町議会
　　も6月定例議会を終え、改選から３カ月が経過しました。一方、
東日本大震災も発生以来多くの人々や地域に悲惨な爪痕を残した
まま、１５０日が経とうとしています。時間というものは世間の
喧騒や人々の想いを横目に、ただただ静かに流れていくものだと
改めて感じています。
　いま「安全」、「安心」という言葉が様々な場面で取り上げられ
ています。本来であれば科学や技術によって保証された安全に対
して、その時々において自分の知恵や経験に照らして得られるも
のが安心だと思います。安全は数字で表わせても、安心は人々の
心の中にこそあるもので数字ではありません。安心を得るために
は人と人とのかかわり合いが欠かせません。かかわりの中で育っ
ていく信頼感こそが、みんなの安心の源になっていくと思います。
　どんなに時が流れても、時代が移り変わっても、互いに信頼の
おける人とのかかわりを大切に暮らしていきたいものです。
　議会も、安心感のあふれるまちづくりを模索していきたいと思
います。（藤本）

「この大地とともに」
      中島　孝幸さん（南学田）

　私は、南学田で農業を営み、米・麦・苺苗の生産をしています。
　ここ栗山は、夕張山系のふもとに拓けた大地であり、この雄大
で豊かな土地で仕事ができることを誇りに思います。長年、この
土地で生きていますが、四季折々の風景には、いまだに感動させ
られる大きな発見があります。
　土地は農業を営む上で重要な基盤であります。土づくりをはじ
めとして開拓以来、代々その意志が受け継がれています。
　3 月 11 日の東日本大震災と津波による被害は、テレビの映像
では悪夢のような惨劇であり、多くの農地が被害を受け、農業者
にとって農地を失う辛さを感じました。時には自然は脅威となっ
て人間の前に立ちはだかり、人間は時として自然の前に無力にな
ることを見せつけられました。そうした中でも、各地で復興に向
けた動きが進み、1 日でも早い復旧をお祈りいたします。
　この地域でも、高齢化などにより農家戸数が減少傾向にありま
すが、農地そして農業を将来に向けて継承できるよう、自分なり
の努力をしていきたいと思います。

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

8 月 3 日（水）
10 日（水）
18 日（木）

9 月  2 日（金）
6 日（火）
9 日（金）

総務教育常任委員会
産業福祉常任委員会
北海道町村議会議長会
広報研修会（札幌市）
議会運営委員会
第 6 回定例会
平成 22 年度決算審査
特別委員会

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

９月定例会の開会日

月　　 日～６９

栗山町議会のホームページをリニューアル！ 栗山町議会 検索

2011 年 8 月１日発行

編集後記
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議会広報特別委員会
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